
   

毎
朝
、
正
門
前
で
登
校
指
導
を
し
て

い
る
と
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
日
に

日
に
感
じ
ま
す
。 

挨
拶
を
返
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

子
が
、
い
つ
し
か
私
の
挨
拶
に
ぺ
こ
ん

と
頭
を
下
げ
る
よ
う
に
な
り
、
今
で
は

元
気
な
声
で
挨
拶
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
四
月
は
遅
刻
し
て
も
急
ご
う

と
も
し
な
か
っ
た
子
が
、
正
門
前
の
時

計
を
見
て
、
時
間
に
間
に
合
お
う
と
急

ぐ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

 

一
人
一
人
を
見
る
と
、
確
実
に
成
長

し
て
い
る
姿
が
あ
り
、
と
て
も
う
れ
し

く
思
い
ま
す
。
こ
れ
も
、
本
校
の
先
生

方
や
保
護
者
の
皆
さ
ん
の
熱
心
な
指
導

の
お
か
げ
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。 

コ
ロ
ナ
対
応
に
追
わ
れ
る
毎
日
で
す

が
、
早
い
も
の
で
、
も
う
立
春
が
過
ぎ

ま
し
た
。
今
年
度
の
授
業
日
は
、
残
り

二
十
五
日
を
切
り
ま
し
た
。
残
念
で
す

が
、
感
染
防
止
対
策
と
し
て
、
保
護
者

の
皆
さ
ん
の
来
校
さ
れ
る
行
事
を
中
止

や
延
期
に
し
て
い
ま
す
。 

し
か
し
、
感
染
防
止
対
策
と
学
び
を

止
め
な
い
取
組
の
両
輪
で
学
校
運
営
を

進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
ご

理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

   

ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
が
、
三
月

六
日
（
日
）
ま
で
延
長
に
な
り
、
行
事

の
実
施
方
法
の
変
更
や
延
期
、
中
止
等

を
行
っ
て
い
ま
す
。
本
校
で
も
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
者
が
出
た
り
、

風
邪
症
状
等
で
の
出
席
停
止
者
も
多
い

状
況
で
す
。
感
染
防
止
対
策
と
し
て
の

変
更
で
す
の
で
、
ご
理
解
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
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し
ん
け
ん
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「
仲
良
く
」「
強
く
」「
真
剣
に
」
学
ぶ
泗
水
っ
子
の
育
成 

 

 

～
「
そ
ろ
え
る
」
「
続
け
る
」
チ
ー
ム
泗
水
・ 

オ
ー
ル
泗
水
を
通
し
て
～ 

行
事
の
変
更
ご
理
解
く
だ
さ
い

い
き
い
き
ぐ
ん
ぐ
ん
週
間 

☆校長室から独り言⑥☆ 

「親の思いを子は受け継ぐ」 

 「校長先生はどうして教師になろうと思ったのですか？」と聞かれることがあ

ります。私の場合、教師になろうと思ったのはずっと後のことで、小学生の頃は

「大学に行きたい。」とだけ思って勉強していました。 

それは、両親がいつも私に言い聞かせていたからです。末っ子だった父は高校

卒業後、東京で公務員に就きましたが、昭和３０年代の公務員の給料は安く、貧

しい生活をしました。夜間の大学を出れば、大卒の給料をもらえるようになる。

熊本の母や兄に入学金を送ってもらうように頼みましたが、「そんなお金は出せ

ない。東京で生活できないのなら熊本に帰ってこい。」との返事でした。 

自分が大学に行けず悔しい思いをした父は、「どんなにお金がかかっても、借金

してでもお前は大学に行かせる。」が口癖でした。母も、「うちには田畑や山など

財産がない。お前が勉強することだけが財産になる。お金の心配はいらない。東

京の私立大学でも、大学院でも行かせたい。」と言っていました。 

 漠然と「大学に行く」という目標だけでしたが、嫌な勉強を続けるモチベーシ

ョンにはなりました。「本当は東京の大学に行きたかったんだ。」という私の話を

聞かされていた息子は、東京の大学に行きました。 

「親の思いを子は受け継ぐ」…皆さんは、お子さんにどんな思いを話されてい

ますか？ 

日
に
日
に
感
じ
る
子
ど
も
の
成
長 

★授業参観・学級懇談の実施方法の変更について 

 ２月２５日（金）の授業参観・学級懇談につい

ては、「まん延防止等重点措置」が３月６日（日）

まで延長されましたので、児童用タブレット（チ

ームズ）を使ってのオンライン開催とします。開

催方法などの詳しい内容は、別途通知を配付しま

すので、そちらをご覧ください。 

 なお、自宅ではつながらないなどご相談がござ

いましたら、学校に連絡をお願いします。 

＜日程＞※いずれもオンラインで開催 

○授業参観  １３：５０～１４：３５ 

○学級懇談  １４：５０～１５：３５ 

※学級ごとのグループ内で閲覧可能です。画像を

ＳＮＳに掲載するなどの使用はしないでくださ

い。 

昼
休
み
の
運
動
場
は
元
気
な

子
ど
も
た
ち
で
い
っ
ぱ
い
！ 


